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［目的］ adeny 　 purine （ATP ，
　 ADP ，　 AMP

，

cAMP ，　 adenosine ） の 代謝動態は 細胞 の 機能 制

御に 密接 に 関 連 し、 ヒ ト精子 に お い て も受精能獲

得，先体反応誘起の 過程 で ATP ，　 cAMP 量が変 化

する こ とが報告 され て い る，従来 ，
こ れ らは別個

に 測定 さ れ て い た が ， 高速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ

ー （HPLC ）を用 い て 中間体を含め た 一
斉分析法を

確立 し， 精子生理 と の 関連を検討 した，　 ［方法］キ

ャ ピ ラール ー撹拌密度勾 配 法 に よ り ヒ ト精液 よ り

精子 を濃縮す る とと もに精漿を除去 した．精子懸

濁液 （107精子 ／ ml ）200 μ 1に 0，IN　 HC1 を加 え

て 固定 ， 抽出，不溶物を遠心除去後，0．08MK2CO3

で 中和 した． 2−chloro
−

acetaldehyde で adenyl

purine およ び内部標準物質 （vidarabin ）を エ チ ノ

化 して蛍光 ラ ベ ル し，HPLC で 分離 し た．　［成績］

ATP ，　 ADP 、　 AMP ，　 adenosine ，　 cAMP を用い て

検量線を作成 した 結果 ， 10〜200pmole の 範囲 で

い ず れ もr2 ≧ 0．999 と高 い 直線性 が 得 られ た ．洗

浄 精子 の 運 動率 （10〜65 ％ ， n ＝14）と adenyl

purine 量 の 相 関 を 検討 した結果 ，　 ATP （r2 ＝

0．914），ADP （r2 ；O．802），総 adenyl 　 purine

（r2 ＝0．846）との 間 に 正 の 相関を認め た が，　 cAMP

（r2 ＝0，481 ） とは 相関を認 め な か っ た．精子 （n

＝5） を 1、OmM 　 caffeine と培養す る と 運動率は

42 ± 1％ （皿 ean ± SD ）か ら58 ± 4％ に上昇 した

が，総 adenyl 　 purine 量 に は 有 意な変化はな く，

cAMP は 0．11 ± O．03 か ら 0，18 ± 0．02pmole ／ 106

精子 へ 有意 （p ＜ 0．05）に 増加 した．　 ［結論］本研

究 で 確 立 し た adenyl 　 purine 分析法に よ りATP ，

ADP の 精子運 動 へ の 寄与 と caffeine に よ る cAMP

蓄積を観察で きた．本法は ヒ ト精子生理 へ の adenyl

purine の 影響を観察 す る の に有用 と 考 え られ る ．

　［目的］ヒ ト精子にお けるプ ロ ゲ ス テ ロ ン （P）結合

部位 は 精子頭部表面 に 局在 し，Ca2
＋

influxや 先 体 反

応 と関連 して い る こ とが知られ て い る．本研究 は

flow　cytometry 及 び 蛍光 ラベ ル され た Pを用 い て 運動

精子 に おけるP結合部位 を有する精．子の 割合（％PB ）

を測定 し，IVFに お げる受精成績並 び に 先体反応率

（％ AR ）と の 関連性 に つ い て 検討す る こ とを目的 と

した．　 ［方法］ IVF −ET を施行 した症例（n
＝39）より

得られた精液を対象 とした． 一般精液検査後，

percoll法 に て 運 動精子 を回収 し，　 FITC −labclcd

progesterene −BSA （P−BSA −FITC ）を20μ g！m1 含む

mBWW 培養液 中に て 37℃ ，2｛〕分間培養 した後，2回

洗 浄 し，％ PB を tlow　cyt 〔⊃mctry 　（EPIt：S−FROFILE ）

を用 い て 測定 した．また ％ AR は mBWW 培養液 中で

24時間培養した後，蛍光 レ ク チ ン （PSA −FITC）法を

用 い て 算定 し た．体外受精法（IVF ）は 採卵後，卵 子

を6時間前培養後 ， swim −up 法 に て 回収 し た運動精子

を1万／卵子の 濃度で 媒精し，17−2〔｝時間後に受精の

有無を倒itt型 位相差顕微鏡を用 い て 確認 し た．　 匚成

績］IVF の 受精率 と
一
般 精液検査 に よる精子数，精

子運動率，運動精子数との 間 に は 有意な相関は無 か

っ た（r
＝ 0、03，r ＝ 〔〕．19，　 r ＝ O．11）が，％ PB との 間 に は

有意の 正 の 相関が得 られた（r
＝ 0、443，p くO．01），ま た

％AR と％ PB と の 間 に も有意 な 正 の 相関 が 得られた

（r＝0．62，pく0．OD ．　 ［結論］ ヒ ト精 子に おけるブ
．
ロ ゲ

ス テ ロ ン 結合部位の 発現と先体反 応 は 関連 して い る

こ とが 示唆され た ．また IVF に おける精子受精能力

の 予 知 に 際 して 従来 の WH （．）判定基準に 基ずく
一
般

精液検査 で は不十分で あ り，Cf
・ PB の評価が 受精能

判定 の 信頼性を高め る と考 えられ た．
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